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中ّにおけるÓÔÅÍ¯ÓÔÅÁÍଡ଼ᑎの研究Ӧտ

Research Trends on STEM¯STEAM Education in China

Abstract

　The purpose of this study was to consider trends in STEM（Science, Technology, Engineering, and 
Mathematics）and STEAM（Arts added to STEM）education in China based on the frequency and 
classification of research treatises accepted in peer-reviewed journals. From papers published in the Chinese 
research paper database "Chinese Network （CNKI）" from 2010 to 2020, papers related to STEM and 
STEAM education published in the core journals were picked and analyzed. First, the number of papers 
for each year was tabulated and, as a result, it became clear that the number of research treatises has been 
rapidly increasing since 2016, when the Educational Informatization '135' （13th 5 years）plan was proposed. 
Second, the contents of the papers were reviewed and the trends of practical research were analyzed by 
text mining. In China, it was highlighted that there are many papers summarizing the theory of STEM and 
STEAM education and the current situation in other countries. In addition, it suggests that the study of 
class design according to context and curriculum in China needs to be modified, and practical research as 
maker education needs to shift. Furthermore, the papers were classified into theory, practice, and others, 
and the research related to educational practice at each stage of school education was implemented. From 
the results of the comparative study, it became clear that the practical research was mainly aimed at 
secondary education and was centered on STEM subjects.
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���ɂȫɔに

　近年ᴩSTEM/STEAM教育への関॑が高まっ

て い る．STEMと はᴩ 科 学（Science）ᴩ テ ク

ノ ロ ジ（Tecènology）ᴩ エ ン ジ ニ ɬ リ ン グ

（Engineering）ᴩୣ学（Matèematics）のɬクロ

ニムでᴩそのSTEMにリʣラルɬーツ（Arts）のA

を加えたものがSTEAMである．STEM教育はᴩ国

の経ຑ・੫術のտ上に重要なमҾを果たすこと޿

からᴩዢ国では2015年にSTEM教育法が制定されᴩ

国޿୑ኍとして᣹められている（Ùildirim¬ 2016）．

STEAM教育はᴩジʱーʆット・ʮックマン（2008）

がSTEMにリʣラルɬーツを加えたSTEAMを提

したことにብを発する．その後ᴩジʱン・マエכ

ダ（2018）がᴩ次˰͍が直面するץ題に創造的な

ᜓขኍが෰められることを指ଊしᴩ従఼の STEM 

にɬートʑʀイン（Art）を組み入れたSTEAM 教

育を推᣹した．日本ではᴩ文部科学ᅁがࢿࢥい分

野で新しい価値を提供できる人材を᭴成するためᴩ 

STEAM教育をሥ഍的に推᣹している（教育再生実

行会議ᴩ2019）．

　一方ᴩ中ᕜ人෢共֪国（以下ᴩ中国）ではᴩ経ຑ

構造୎ᬆにͧう高࣊੫術者とイノʣーシʱン人材の

˪ᠴがץ題となっていることからᴩSTEM/STEAM

教育を重視する୑ኍを施行している．୑ኍ推᣹にᒴ

るᤈ程はᴩ2015年１月ᴩ中国のభгऐ総理が຅セン

市の「౺ཌ創޵ሳ間」をᜪץしᴩ教科横୽的学習に

ついて言及したのがܿまりとされている．同年11月

にはᴩ中国教育部とインテル社が共ϸで「ʝッグ

ʑータによる教育۰ᬆ」をテーマとした「教育情報

化国際会議2015」を開ϸしᴩそこでSTEM教育がา

目を集めた．続いてᴩ2016年６月にᴩ教育部は「教

育情報化ŻԚ三̡ż（第13５وカ年）᜛႕」を公表

しᴩSTEM/STEAM教育などの新しい教育モʑル

の活用についてሥ഍的に૘究していくことを宣言し

た（中ᕜ人෢共֪国教育部ᴩ2016）．その宣言を受

けᴩ2017年6月にはᴩ中国教育科学研究院が「中国

STEM教育ᄌ書」を公表するとともにᴩ「Ᏺө教育

୑ኍとして޿学校科学ᝥ程ൈໄ」を୎訂しᴩ国ߴ

STEM/STEAM教育を推᣹することとなった．

　STEM/STEAM教育はᴩ各国が教育୑ኍとして

実施しておりᴩその定Ᏺも۹റである（Jayaraêaè・

Saat・Raufᴩ2014）．しかしながらᴩ中国における

STEM/STEAM教育の研究動տはあまり知られて

いない．中国の教育୑ኍをᨺみつつᴩ実ᡇ研究の成

果を外観することはᴩ日本のSTEM/STEAM教育

をζᅪ的に議論する上でも意Ᏺがある．

　そこで本研究ではᴩ中国におけるSTEM/STEAM

教育の動տについてᴩ2010年から2020年までの間に

コɬジʭーナルに掲載されたSTEM/STEAM教育

に関わる論文をレʝューしᴩ中国におけるSTEM/

STEAM教育研究の動տについて分౏することを目

的とした．

Ȼ஁ศ៎ߦ���

　STEM/STEAM教育に関わる論文についてはᴩ

中国国޿知ឧ基礎施ᜫの論文ʑータʣースである

中国知፤ CÎËÉ（Cèina Îational Ëno÷ledge 

Énfrastructure）を用いてՖ集を行った．

　まずᴩ全体的なᠳӯを明らかにするためにᴩ2010

年から2020年までの間に中国国内のコɬジʭーナル

に掲載された論文を઄出した．「STEM教育」もし

くは「STEAM教育」を˿題（タイトルᴩɷーワードᴩ

要約）に含む論文を೫ጪしᴩ論文ୣの推ሉをまと

めᴩ中国におけるSTEM/STEAM教育に関ᣵする

୑ኍ動տと合わせてϿտを分౏した．次にᴩSATÉ

（Statistical Analysis Toolëit for Énformetrics）

を使用しᴩテɷストマイニングの手法を用いて論文

˿題における単語の出現᭄࣊を定ᦀ的に分౏した．

続いてᴩ2016年から2020年までのSTEM/STEAM

教育に関する論文を઄出して論文の内容を分類しᴩ

考察を行った．分類のカテɾリはᴩ「理論」ᴩ「実

ᡇ」ᴩ「その他」の３つとした．「理論」はᴩ˿に

STEM/STEAM教育に関わる中国以外の国の発展

࿡มᴩSTEM/STEAM理論ᴩ教育モʑル開発に関

わる理論・ᝩ査・ૌ業ʑʀインについて述べられた

論文とした．「実ᡇ」はᴩ教育理論に基ȸいて教育

現場でSTEM/STEAM教育を実ᡇしᴩʑータをՖ

集して有ӛ性を分౏した結果が述べられている論文

とした．「実ᡇ」の実ᡇ対象についてはᴩ中国教育

法（中国人大常委会ᴩ2015）のԖ分にྃらし合わせ

てᴩ߿学前教育（ࢺሓٛ）ᴩқ等教育（ߴ学校）ᴩ中

等教育（中学校と高等学校）ᴩ高等教育（大学と大

学院）の４校種とした．中国教育法のԖ分に合ᒵし

ない論文（΍えばᴩᤕ᪣教育ᴩ学校外教育に関する

もの）ᴩ新ᐨ記̜ᴩ会議記録ᴩインタʝュー記録は「そ

の他」とした．またᴩ研究対象がSTEM/STEAM
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教育ではない論文ᴩ΍えばᴩዢ国のධխや発展につ

いて述べる際にSTEM/STEAM教育について言及

するなどᴩSTEM/STEAM教育を˿題としていな

い文献についても「その他」とした．

　分類はᴩ中国語をී語とする第一著者と第̝著者

によるρ別の̈́分けと一ᒵのԦ議のᬲで行った．ま

ずᴩ 第一著者と第̝著者がρ別に論文の内容をレ

ʝューしᴩ「理論」ᴩ「実ᡇ」ᴩ「その他」に̈́分けた．

次にᴩ両者の結果が一ᒵしていなかった論文につい

てはᴩ第一著者と第̝著者がԦ議を行いᴩ最ጶ的な

カテɾリをข定した（表１）．なおᴩ

「理論」と「実ᡇ」のՔ方が記述さ

れている論文についてはᴩᦀ的も

しくは᠎的なʑータに関する記載

のないものや実ᡇに関する記述が

௴ரなものを「理論」ᴩ教育現場に

おける実ᡇの記録ᴩ教員・з቟・

生ाの内ᅁに関するʑータと分౏

結果が明ᆬに記載されているもの

を「実ᡇ」に分類した．

���ፀ౓ȝɛɆᐎߔ

�����ᝲ୫ୣȻу表ൡᩜ

　図１にᴩ2010年から2020年までの間に公表され

たSTEM/STEAM教育に関する論文ୣの推ሉと୑

ኍ提言の関ᣵを示す．中国国内のコɬジʭーナル

に掲載された論文のうちᴩ「STEM教育」もしくは

「STEAM教育」を˿題（タイトルᴩɷーワードᴩ要約）

に含む論文ものはᴩ518͔であった（2021年03月19

日現٣）．

　2015年はభгऐ総理の຅センᜪץと「教育情報

表１．論文の分類୥理リスト（一部）

図１．中国のSTEM/STEAM教育に関するコɬジʭーナル論文ୣ（2010ᵻ2020年）
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化国際会議2015」の開ϸᴩ2016年は「教育情報化

ŽԚ三̡ž᜛႕」の公表ᴩ2017年は「中国STEM教

育ᄌ書」の公表が行われたことからᴩ中国の୑ኍ動

տが研究論文ୣに影響を与えたことが示דされた．

2018年の論文ୣのນߵについてはᴩ2017年に「中国

STEM教育ᄌ書」の公表がᠭىしていると考えられ

る．「中国STEM教育ᄌ書」には、STEM教育に関

する2029年までのщ体的な方ᦉや᜛႕がまとめられ

ているだけでなくᴩᝥ題とᜓขኍがщ体的に提ಘさ

れている（文部科学ᅁ¬ 2018）．そのためᴩ研究の

方տ性に関する再考が行われたժᑤ性がある．またᴩ

2020年の論文ୣນߵの要ىは新型コロナウイルスの

ํ行によるものであると考えられる．

　図２に論文の公表機関の構成を示す．ᛓୣの著者

がいる場合はᴩそれぞれの著者の所属機関で加አし

ている．結果からᴩ師ኰ大学が公表した論文ୣが

333͔（43®9¥）ᴩ総合大学が228͔（30®1¥）ᴩその

他の研究機関が197͔（26®0¥）であることが明ら

かになった．教員᭴成に関わる研究機関を中॑とし

てSTEM/STEAM教育に関する研究が推᣹されて

いることが示דされた．

�����ɷ˂ʹ˂ʓɁҋး᭄࣊

　論文のക要を分౏するためᴩSATÉを利用しᴩɷー

ワードの出現᭄࣊について集᜛を行った．઄出され

た2042語のɷーワードにはᴩ۹くの類Ᏺ語が含まれ

ていたことからᴩ中国語をී語とする第一著者と第

̝著者２名が語句の類ͬ性をᆬ認しᴩ最ጶ的に1005

語のɷーワードに集約した（表２）．

　表３にᴩɷーワードの出現᭄࣊を示す®上ͱ15

語にはᴩ「STEM教育」と「STEAM教育」以外ᴩ

STEM教育の発ᇜ٥である「ዢ国」ᴩ中国における

STEM/STEAM教育のカリɷュラム開発に関わる

「創޵教育（メイカー教育¬ものȸくりを基ᄷとした

教育）」ᴩ「プロジɱクト学習」ᴩ「ᝥ程ʑʀイン（ૌ

業ʑʀイン）」ᴩ「教育モʑル」ᴩ「評価」のᬲに出

現していたことが明らかになった．またᴩSTEM/

STEAM教育の特徴である「学科横୽」「科学」ᴩ教

育目ൈによる「創造ӌ」「ጨ᭴」（英語のaâilityᴩ日

本語ではᑤӌ）ᴩ研究の方տ性を示す「教育理ॡ」

「実ᡇ」ᴩ教育現場で˪ժඑな要ጨである「教師」が

含まれていたことがわかった．出現したɷーワード

を年ごとにみるとᴩ「STEM教育」以外でᴩ最も早

く出現したのは2012年の「ዢ国」であった．2013年

にはSTEM/STEAM教育に関ᣵした内容を表す「科

学」「ጨ᭴」が出現しᴩ2014年には「STEAM教育」「創

教育」「創造ӌ」「実ᡇ」ᴩ2015年には「学科横୽」޵

と「評価」が出現したことも明らかになった．

　図３（１ᵻ２ͱ）ᴩ図４（３ᵻ６ͱ）にᴩ高᭄

出語句の2010年から2020年までの経年推ሉを示す．

2015年以前の論文はᴩ˿にዢ国におけるSTEM/

STEAM教育に関する研究であった．またᴩ2015年

から学科横୽がา目されᴩ2017年には14͔までۄ加

した．またᴩ中国のSTEM/STEAM教育を特徴ȸ

ける「創޵教育」に関するɷーワードもᴩ2016年に

は14͔にۄ加したことが明らかになった．2016年

「STEM教育」の᭄࣊は前年と෗ᢎして約２ςにۄ

えᴩ「STEAM教育」も１͔から12͔となった．

　以上ᴩ2016年から中国におけるSTEM/STEAM教育

が発展したことが明らかになった．2010年から2020年

までの10年間をζᅪするとᴩ˿にዢ国におけるSTEM/

STEAM教育の現࿡と理論に関する研究からᴩSTEM/

STEAM教育のローカル化（localiúation）に関する

研究へとテーマがሉ行していることが示דされた．

図２．STEM/STEAMに関する論文の公表機関の構成

表２．類Ᏺ語の୥理（一部）
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表３．論文のɷーワードの出現᭄࣊と推ሉ

　

　　　
図３．ɷーワードの出現᭄࣊の推ሉ（１ᵻ２ͱ）

図４．ɷーワードの出現᭄࣊の推ሉ（３ᵻ６ͱ）
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　表４にᴩ2016年から2020年までの論文をレʝュー

しᴩ「理論」「実ᡇ」「その他」に分類した結果を示す．

第一著者と第̝著者がρ別に分類を行った結果の一

ᒵလを表すËappaΡୣは0®84であった． 

　474͔の論文を分類した結果ᴩ「理論」に分類され

た論文は350͔（73®8¥）であった．そのうちᴩ他

国（特にዢ国）のSTEM/STEAM教育に基ȸく紹介・

分౏・評価する研究は136͔でありᴩ一番۹いこと

が明らかになった．「実ᡇ」に分類された論文は49

͔（10®3¥）であった． 

ᡇ研究Ɂґ᭒޴�������

　前ᬱで分類したSTEM/STEAM教育の「実ᡇ」

研究（49͔）についてᴩさらにᝊ細な分౏を行った．

図５はᴩ2016年から2020年までに公表された実ᡇ研

究を校種別に集᜛した結果である．集᜛の結果からᴩ

中等教育における「実ᡇ」が27͔（55¥）と最も۹

くᴩ特に2019年には10͔の論文が公表されていたこ

とが明らかになった．またᴩ高等教育における「実

ᡇ」についてはᴩ2017年から論文が公表されている

ことᴩ߿学前教育の「実ᡇ」がないことも明らかに

なった．「その他」についてはᴩᤕ᪣教育に関ᣵし

た実ᡇ研究が１͔ᴩツール開発と評価システム開発

における実ᡇ研究がそれぞれ１͔ᴩ学校外教育にお

ける実ᡇ研究が１͔であった．

　図６にᴩʑータを用いてӛ果を೫証した「実ᡇ」

研究論文のୣを校種別に示す．学校教育（қ・中・

高等教育）の教育現場でSTEM/STEAM教育を行っ

たӛ果をᦀ的もしくは᠎的分౏の視ཟから೫証した

論文はᴩқ等教育２͔、中等教育６͔ᴩ高等教育４

͔ᴩその他２͔ᴩ合᜛14͔（38®6¥）であった．

　以上のことからᴩ「実ᡇ」研究においてᴩӛ果೫

証がԚ分に行われていないことが示דされた．その

要ىのひとつとしてᴩ中国の学校教育は˿に分科

教育でありᴩ学科横୽的なSTEM教育についての評

価基ໄがないためであるとの指ଊがある（閆・သᴩ

2020）．

�������͍表ᄑȽ޴ᡇ̜΍

　表５にᴩ前ᬱで઄出した学校教育における実ᡇ

΍のうちᴩӛ果೫証がなされていた12̜΍につい

てᴩ実ᡇ΍の対象（学校教育別）ᴩ利用されたテク

ノロジやツールᴩૌ業方法（ૌ業に取り入れた˿な

やり方）ᴩ教科・科目ᴩ˿な単Ы・内容を示す．12

΍の内ᜭはᴩқ等教育の実ᡇ΍が２΍ᴩ中等教育の

実ᡇ΍が６΍ᴩ高等教育の実ᡇ΍が４΍であった．

CÎËÉでこの12本の論文をᴩᚱ引用ୣの۹いᬲに並

べᴩ学校教育（қ・中・高等教育）別の上ͱの論文

を取り上ȥてᴩ͍ 表性がある実ᡇ΍としてまとめた®

　қ等教育の実ᡇ΍においてはᴩものȸくりを中॑

としたૌ業ᜫ᜛に特徴がみられた．ए・ᠱら（2017）

はᴩߴ学校５年の「ӌとᤆ動」の単Ыと結びつけた

ʚルーンロɻットをߴ学生に作成させた．学習意ඕ

と૘究ӌに関わるɬンɻートᴩおよびз቟の作業

ノートを分౏しᴩз቟の学習意ඕᴩ૘究ӌᴩץ題発

見ӌᴩ観察ӌᴩ知ឧと資料の転化ᑤӌがտ上するこ

とを示した．またᴩз቟はᝁ行܅୚から学びを得て

図５．校種別のSTEM/STEAM実ᡇ研究論文ୣ推ሉ

（2016ᵻ2020年）

図６．校種別の実ᡇによるӛ果を೫証した論文（2016～2020年）

表４．2016ᵻ2020年STEM/STEAM教育の文献の分類



－ 115 －

人間科学研究　第34巻第２号　109－118（2021）中国におけるSTEM/STEAM教育の研究動տ

おりᴩSTEMの知ឧを組み合わせてख़用できること

を示した．STEMのૌ業ʑʀインはᴩߴ学生に対し

て認知的負ᔸが高いと述べられている一方でᴩ認

知的な負ᔸがᤛҒであれば૘究活動にम立つと結

論ȸけられている．ᮐ・ᑜら（2017）はᴩCÈAT

（Cultural­Èistorical Activity Tèeory）理論に基

ȸいてSTEAM教育モʑルをʑʀインしᴩൌ型飛行

機に関するᝥ題をᜫ定したૌ業を実施した．そしてᴩ

STEMスɷル評価ɬンɻートとグループワーク評価

ɬンɻートᴩ観察ノートᴩ録႕ᴩおよびインタʝュー

の結果を組み合わせて分౏しᴩߴ学生のSTEMに関

するᑤӌがտ上したことを明らかにしている．加え

てᴩコラʦレーシʱンが΢᣹される学習ၥہがʑʀ

インされたことからᴩ高次なSTEMᑤӌもտ上した

ことを示している．

　中等教育の実ᡇ̜΍においてはᴩ理科に関わる実

験に基ȸいてSTEM/STEAM教育をʑʀインして

いる実ᡇが۹くみられた．常・एら（2018）はᴩ٥

理科に基ȸいて「日бマンシʱンのʑʀイン」「ス

モッグの୎ױ」「෵෩の๎化」の３つのプロジɱク

トをʑʀインしᴩ実験を行った．そしてᴩ٥理科

の学習内容に関する̜前・̜後の知ឧɬンɻートᴩ

STEMに関するᑤӌのɬンɻートᴩ観察ノートと

ワークシートᴩおよび教師と生ाへのインタʝュー

記録を分౏した．その結果ᴩ٥理科に関するߩᩌ

知ឧᴩ生ाのSTEMに関するᑤӌᴩコʩュニɻー

シʱンӌとコラʦレーシʱンӌがտ上したことが

明らかになった．᪔・Ꮳら（2019）はᴩ3Äプリン

タを利用しᴩSSRL（Socially sèared regulation 

of learning）理論と結びつけたインテリɬʑʀ

イン・カリɷュラムを開発した．そしてᴩ̜前・

̜後ɬンɻートと作業ノートを分౏しᴩグループ

ワークを通じてᴩ生ाのԦЄӌと៪͖感がտ上し

たことを明らかにした．Ðan・݆ら（2019）はᴩ学

習科学においてよく知られている「ᠴ場かけ理論

（Énstructional scaffolding）」やÐÂL（Ðroâlem­

Âased Learning）と組み合わせᴩ情報੫術科の

「Scratcè2®0 プログラʩング」単Ыと結びつけた

カーʦンフットプリント電ԥを作成するSTEM教育

のプロジɱクトをʑʀインしᴩ実験を行った．高次

९考ӌɬンɻートに加えてᴩインタʝュー記録とૌ

業஭Ѕを分౏した結果ᴩ開発したカリɷュラムの有

用性が示דされた．開発したカリɷュラムはᴩ生ा

の高次९考ӌᴩ੧Ҝ的९考ӌᴩ創造ӌᴩץ題ᜓขᑤ

表５．2016ᵻ2020年STEM/STEAM学校教育実ᡇ΍一ᜄ
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ӌの育成にम立つだけではなくᴩ生ाのSTEM教育

に対する認ឧや理ᜓを຅めたこともᆬ認された．

　高等教育の実ᡇ̜΍においてはᴩ教科や科目が۹

റ化しᴩテクノロジやツールの利用がۄ加するϿտ

がみられた．֕・భら（2018）はᴩ学生にR言語で

関ୣʛターンをʑʀインさせᴩ作られた作ֿを3Ä

プリンタで出ӌすることにより学習者のߩᩌ知ឧに

関する理ᜓをտ上させるୣ学カリɷュラムを開発し

た．ɬンɻートᝩ査およびインタʝューᝩ査の結果

を実験Ᏸとፋ制Ᏸで෗ᢎした結果ᴩ実験Ᏸはカリ

ɷュラムにᒾ֞をધちᴩ૘究を続けようとする意ඕ

を示したことが明らかになった．またᴩ学生のロジッ

ク的९考ӌᴩ創造的な想Ѕӌᴩץ題ᜓขᑤӌがտ上

したことも明らかになった．加えてᴩ実験Ᏸはᴩፋ

制Ᏸと෗べて高い集中ӌをɷープすることができる

ということもᆬ認された．

　以上ᴩ中国におけるSTEM/STEAM教育の͍表

的な実ᡇ̜΍についてまとめた．これらの実ᡇૌ業

をᨺみるとᴩૌ業ʑʀインにおけるץ題としてᴩᝥ

題ᜫ定（з቟・生ाがなぜこのᝥ題を行うのかとい

うᝥ題のᜫ定）やᴩ開୐性（ᝥ題にはኌえはなく۹

റな成果が期शできること）がඑܩしている実ᡇが

ୠ見された．з቟・生ाが取り組むᝥ題はᴩ単ጠな

実験ᝥ題やρ人的な視ཟからᜫ定されたものが۹くᴩ

グローʚルな視ཟや社会的ϫ面からץ題の本᠎や࿡

มを຅૓りしていく̜΍はᴩ常・ए（2018）とព・

᪖ら（2020）２͔のみであった．またᴩз቟・生ा

を˿体としたૌ業ではなくᴩ教師の指示にしたがっ

て明示された手ᬲどおりにタスクをᤎ成させるૌ業

ʑʀインも۹くみられた．教師˿߳のૌ業であって

もᴩᅽ期的にはૌ業の目ൈに則した成果が示される

こともある．しかしながらᴩSTEM/STEAM教育

の本᠎はᴩ人類が直面しているץ題に取り組む人材

を育成することにある．その理ॡに対する理ᜓ˪ᠴ

とᴩ成果の۹റ性を許容するカリɷュラムの開୐性

への配ਁが˪ᠴしていることが考察された．これら

２ཟはዢ国と中国のSTEM/STEAMカリɷュラム

を෗ᢎしたÙAÎら（2020）の先行研究の指ଊと一

ᒵしている．

���ɑȻɔȻ̾後Ɂᝥᭉ

　本研究ではᴩ中国知፤ CÎËÉにコɬジʭーナル

に掲載されたSTEM/STEAM教育に関わる論文を

分౏しᴩ中国におけるSTEM/STEAM教育の発展

を考察した．以下にᴩ結果と考察をまとめる．

・	 56'/�56'#/教育研究の発展はᴩ中国の୑ኍ方տ

と関ᣵしている．特にᴩ୑ࣈが56'/�56'#/教育

にา目しܿめた2016年から論文͔ୣはۄ加Ͽտ

にありᴩ2019年には10年間で最も۹い143͔の

論文が公表された．

・	 中国における56'/�56'#/教育の論文はᴩ43�93�

の論文が師ኰ大学に所属している教員が公表し

ていた．

・	 研究のϿտを分౏した結果ᴩ2010ᵻ2015年は

˿に56'/�56'#/教育の特徴と理論に関わる研究

であった．特にዢ国の56'/�56'#/教育現࿡と

理論に関わる研究が大きなҾ合をԬめていた．

2016年からはᴩ56'/�56'#/教育の߳入をᝁみる

実ᡇ研究がۄ加した．

・	 テɷストマイニングの結果からᴩ中国における

56'/�56'#/教育の特徴はᴩ「学科横୽」と「科学」

にᅔ目していることᴩおよびዢ国のものȸくり

教育から発展した「創޵教育（メイカー教育）」

（ᠱ・သ・एᴩ2019）であることが明らかになった．

・	 2016年から2020年の論文を分類した結果ᴩ「理

論」研究が最も۹く350͔ᴩ実ᡇ研究は49͔で

あった．またᴩ実ᡇ研究を校種に分類した結果ᴩ

中等教育における実ᡇ研究のୣが27͔と最も۹

かった．

・	 実ᡇ研究のうちᴩӛ果が೫証された論文を઄

出しᴩ分౏を行った結果ᴩ理科実験に基ȸい

たૌ業ʑʀインが۹いことがわかった．またᴩ

56'/�56'#/カリɷュラムによってᴩץ題ᜓขᑤ

ӌᴩ९考ӌᴩ創造ӌᴩԦЄӌᴩ高次の56'/ᑤӌᴩ

૘究ӌを育成することができるժᑤ性が示דさ

れた．

　以上ᴩ中国ではᴩ国޿୑ኍとしてᴩ自国のカリɷュ

ラムに合わせたSTEM/STEAM教育の実ᡇ研究を

᣹めておりᴩその知見がᖞሥされつつあることを示

した．創޵教育を基ᄷとしたSTEM教育を推᣹して

いるཟに特徴がある．STEAM教育は2014年から論

文が公表されているがᴩ日本的なリʣラルɬーツと

してのA（Art/Arts）の要ጨはɎとんどみられない．

з቟・生ाがなぜこのᝥ題を行うのかというɾール

ᜫ定（ᑔ௑ᜫ定）やᴩᝥ題に取り組む社会的意Ᏺᴩオー

プンエンドなᝥ題ᜫ定をᡍまえたカリɷュラム開発
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